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【手続補正書】
【提出日】平成22年4月9日(2010.4.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ノートブックソフトウェアアプリケーションユーザインターフェース上のビューからユ
ーザインターフェース領域を保護するためのコンピュータ実装方法であって、
　ノートブックアプリケーションユーザインターフェースを表示することであって、
　あらかじめ定義されたメニューツールバーと、
　ユーザ定義のメニューツールバーと、
　ノートブック選択領域であって、現在のノートブックオプションおよび他のノートブッ
クオプションのリストを含むノートブック選択領域と、
　セクション選択領域であって、前記現在のノートブックオプションに関連付けられる現
在のセクションオプション、および前記現在のノートブックオプションに関連付けられる
他のセクションオプションのリストを含むセクション選択領域と、
　ページ選択領域であって、前記現在のセクションオプションに関連付けられる現在のペ
ージオプション、および前記現在のセクションオプションに関連付けられる他のページオ
プションのリストを含むページ選択領域と、
　前記現在のノートブックオプションの前記現在のセクションオプションの前記現在のペ
ージオプションに関連付けられる現在の選択を表示するためのコンテンツ表示領域とを含
む、ノートブックアプリケーションユーザインターフェースを表示することと、
　前記ノートブックアプリケーションユーザインターフェースに複数の保護モードを提供
することであって、
　第１保護モードの選択が受信されると、他のノートブックオプションの選択可能リスト
を隠すこと、他のセクションオプションの選択可能リストを隠すこと、他のページオプシ
ョンの選択可能リストを隠すこと、前記あらかじめ定義されたメニューツールバーの表示
を維持すること、前記ユーザ定義のメニューツールバーの表示を維持すること、前記現在
のノートブックオプションの表示を維持すること、前記現在のセクションオプションの表
示を維持すること、前記現在のページオプションの表示を維持すること、および前記現在
の選択の表示を維持することが行われ、
　第２保護モードの選択が受信されると、前記ノートブック選択領域を隠すこと、前記セ
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クション選択領域を隠すこと、前記ページ選択領域を隠すこと、前記あらかじめ定義され
たメニューツールバーの表示を維持すること、前記ユーザ定義のツールバーの表示を維持
すること、および前記コンテンツ表示領域の表示を拡大することが行われ、
　第３保護モードの選択が受信されると、前記あらかじめ定義されたメニューツールバー
を隠すこと、前記ノートブックセクション領域を隠すこと、前記セクション選択領域を隠
すこと、前記ページ選択領域を隠すこと、前記ユーザ定義のツールバーの表示を維持する
こと、および前記コンテンツ表示領域の表示を拡大することが行われる、複数の保護モー
ドを提供することと、
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記現在のノートブックオプションおよび他のノートブックオプションの前記リストは
タブセレクタを含むことを特徴とする請求項１に記載のコンピュータ実装方法。
【請求項３】
　前記現在のセクションオプションおよび他の選択オプションの前記リストはタブセレク
タを含むことを特徴とする請求項１に記載のコンピュータ実装方法。
【請求項４】
　前記現在のページオプションおよび他のページオプションの前記リストはタブセレクタ
を含むことを特徴とする請求項１に記載のコンピュータ実装方法。
【請求項５】
　前記保護モードの選択は、ノートブックアプリケーションユーザインターフェースボタ
ン、ホットキー、およびキーボードショートカットを含むグループのうちの少なくとも１
つのメンバーによって受信されることを特徴とする請求項１に記載のコンピュータ実装方
法。
【請求項６】
　隠すことは、前記ノートブックアプリケーションユーザインターフェースから表示デー
タを削除することを含むことを特徴とする請求項１に記載のコンピュータ実装方法。
【請求項７】
　表示を維持することは、前記ノートブックアプリケーションユーザインターフェース上
の表示データのビューを維持することを含むことを特徴とする請求項１に記載のコンピュ
ータ実装方法。
【請求項８】
　ソフトウェアアプリケーションユーザインターフェース上のビューからユーザインター
フェース領域を保護するためのコンピュータ実行可能命令を有するコンピュータ可読記憶
媒体であって、前記命令は、
　アプリケーションユーザインターフェースを表示することであって、前記アプリケーシ
ョンユーザインターフェースは、
　あらかじめ定義されたメニューツールバーと、
　ユーザ定義のメニューツールバーと、
　選択領域であって、現在のファイルオプションおよび他のファイルオプションのリスト
を含む選択領域と、
　セクション選択領域であって、前記現在のファイルオプションに関連付けられる現在の
セクションオプション、および前記現在のファイルオプションに関連付けられる他のセク
ションオプションのリストを含むセクション選択領域と、
　ページ選択領域であって、前記現在のセクションオプションに関連付けられる現在のペ
ージオプション、および前記現在のセクションオプションに関連付けられる他のページオ
プションのリストを含むページ選択領域と、
　前記現在のファイルオプションの前記現在のセクションオプションの前記現在のページ
オプションに関連付けられる現在の選択を表示するためのコンテンツ表示領域とを含む、
アプリケーションユーザインターフェースを表示することと、
　前記アプリケーションユーザインターフェースに複数の保護モードを提供することであ
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って、
　第１保護モードの選択が受信されると、他のファイルオプションの選択可能リストを隠
すこと、他のセクションオプションの選択可能リストを隠すこと、他のページオプション
の選択可能リストを隠すこと、前記あらかじめ定義されたメニューツールバーの表示を維
持すること、前記ユーザ定義のメニューツールバーの表示を維持すること、前記現在のフ
ァイルオプションの表示を維持すること、前記現在のセクションオプションの表示を維持
すること、前記現在のページオプションの表示を維持すること、および前記現在の選択の
表示を維持することが行われ、
　第２保護モードの選択が受信されると、前記ファイル選択領域を隠すこと、前記セクシ
ョン選択領域を隠すこと、前記ページ選択領域を隠すこと、前記あらかじめ定義されたメ
ニューツールバーの表示を維持すること、前記ユーザ定義のツールバーの表示を維持する
こと、および前記コンテンツ表示領域の表示を拡大することが行われ、
　第３保護モードの選択が受信されると、前記あらかじめ定義されたメニューツールバー
を隠すこと、前記セクション領域を隠すこと、前記セクション選択領域を隠すこと、前記
ページ選択領域を隠すこと、前記ユーザ定義のツールバーの表示を維持すること、および
前記コンテンツ表示領域の表示を拡大することが行われる、複数の保護モードを提供する
ことと、
　を備えることを特徴とするコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項９】
　前記現在のファイルオプションおよび他のファイルオプションの前記リストはタブセレ
クタを含むことを特徴とする請求項８に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１０】
　前記現在のセクションオプションおよび他の選択オプションの前記リストはタブセレク
タを含むことを特徴とする請求項８に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１１】
　前記現在のページオプションおよび他のページオプションの前記リストはタブセレクタ
を含むことを特徴とする請求項８に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１２】
　前記保護モードの選択は、アプリケーションユーザインターフェースボタン、ホットキ
ー、およびキーボードショートカットを含むグループのうちの少なくとも１つのメンバー
によって受信されることを特徴とする請求項８に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１３】
　隠すことは、前記アプリケーションユーザインターフェースから表示データを削除する
ことを含むことを特徴とする請求項８に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１４】
　表示を維持することは、前記アプリケーションユーザインターフェース上の表示データ
のビューを維持することを含むことを特徴とする請求項８に記載のコンピュータ可読記憶
媒体。
【請求項１５】
　ソフトウェアアプリケーションユーザインターフェース上のビューからユーザインター
フェース領域を保護するためのシステムであって、
　プロセッサと、
　コンピュータ実行可能命令を格納するメモリであって、前記コンピュータ実行可能命令
は、
　アプリケーションユーザインターフェースを表示することであって、
　あらかじめ定義されたメニューツールバーと、
　ユーザ定義のメニューツールバーと、
　選択領域であって、現在のファイルオプションおよび他のファイルオプションのリスト
を含む選択領域と、
　セクション選択領域であって、前記現在のファイルオプションに関連付けられる現在の
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セクションオプション、および前記現在のファイルオプションに関連付けられる他のセク
ションオプションのリストを含むセクション選択領域と、
　ページ選択領域であって、前記現在のセクションオプションに関連付けられる現在のペ
ージオプション、および前記現在のセクションオプションに関連付けられる他のページオ
プションのリストを含むページ選択領域と、
　前記現在のファイルオプションの前記現在のセクションオプションの前記現在のページ
オプションに関連付けられる現在の選択を表示するためのコンテンツ表示領域とを含むア
プリケーションユーザインターフェースを表示することと、
　前記アプリケーションユーザインターフェースに複数の保護モードを提供することであ
って、
　第１保護モードの選択が受信されると、他のファイルオプションの選択可能リストを隠
すこと、他のセクションオプションの選択可能リストを隠すこと、他のページオプション
の選択可能リストを隠すこと、前記あらかじめ定義されたメニューツールバーの表示を維
持すること、前記ユーザ定義のメニューツールバーの表示を維持すること、前記現在のフ
ァイルオプションの表示を維持すること、前記現在のセクションオプションの表示を維持
すること、前記現在のページオプションの表示を維持すること、および前記現在の選択の
表示を維持することが行われ、
　第２保護モードの選択が受信されると、前記選択領域を隠すこと、前記セクション選択
領域を隠すこと、前記ページ選択領域を隠すこと、前記あらかじめ定義されたメニューツ
ールバーの表示を維持すること、前記ユーザ定義のツールバーの表示を維持すること、お
よび前記コンテンツ表示領域の表示を拡大することが行われ、
　第３保護モードの選択が受信されると、前記あらかじめ定義されたメニューツールバー
を隠すこと、前記セクション領域を隠すこと、前記セクション選択領域を隠すこと、前記
ページ選択領域を隠すこと、前記ユーザ定義のツールバーの表示を維持すること、および
前記コンテンツ表示領域の表示を拡大することが行われる、複数の保護モードを提供する
こととのために構成される、メモリと、
　を備えることを特徴とするシステム。
【請求項１６】
　前記現在のファイルオプションおよび他のファイルオプションの前記リストはタブセレ
クタを含むことを特徴とする請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記現在のセクションオプションおよび他の選択オプションの前記リストはタブセレク
タを含むことを特徴とする請求項１５に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記現在のページオプションおよび他のページオプションの前記リストはタブセレクタ
を含むことを特徴とする請求項１５に記載のシステム。
【請求項１９】
　隠すことは、前記アプリケーションユーザインターフェースから表示データを削除する
ことを含むことを特徴とする請求項１５に記載のシステム。
【請求項２０】
　表示を維持することは、前記アプリケーションユーザインターフェース上の表示データ
のビューを維持することを含むことを特徴とする請求項１５に記載のシステム。
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